
 



新建福岡連続講座企画  新建ゼミ 2018 

シリーズE 『宅老所よりあいの活動を通して見る 建築とまちづくりの可能性』 

 

「宅老所よりあい」は 1991 年、一人のお年寄りを支える取り組みに始まる地域福祉の砦、

高齢者福祉分野の草分けです。「よりあい」の歴史を振り返ると、そこには常にお年寄りのた

めの「場」づくりがありました。この講座では、「宅老所よりあい」の場づくりの歴史をとお

して「建築とまちづくり」の可能性について共に感じてみたいと思います。建築とまちづく

りに携わる建築家、技術者の皆さん、特に建築を志す若人の皆さん、奮ってご参加ください。 

  

日時： 2018年2月24日（土）  開場18:15 講演18:30～20:30 

一部 講 演  村瀬孝生さん「場を育む」 

二部 座談会  村瀬さん、宮野さん、濱崎さん  （司会：大坪） 

※翌 25日(日)午後、“よりあい”各事業所の見学会を行います。（市内 3か所を予定） 

 

＜講師プロフィール＞ 

村瀬孝生さん／1964 年飯塚市出身。

東北福祉大卒。特養ホームに8年間勤

務後、1996年より第２宅老所よりあいの

所長。現在よりあい全体の代表者を務

める。支援者のひとり、詩人谷川俊太

郎との親交厚く、全国各地での講演活

動のほか「呆けてもいいよ」をはじめ著

書多数。 

宮野みはるさん／福岡市生まれ。

同志社大卒。子ども劇場・生協活動な

どを経て 2000年より民生委員、田島校

区社会福祉協議会会長。４年前、困難

事例支援を契機に地域活動などでより

あいと協同。現在は特養の地域交流ス

ペースで毎月の「昼食つきサロン」、

「三世代交流会（5月）」を催している。 

濱崎裕子さん／下関市生まれ。久留

米大学人間健康学部教授・生活福祉

文化研究所代表。長住地域住民との

「新しい老人ホームをつくる会」の活動

を通してよりあいと関わり、第２宅老所

よりあいで実母を看取る。著書に「老人

性痴呆症のための環境デザイン」、「コ

ミュニティケアの開拓」等 

 

＜会 場＞ アクロス福岡２F セミナー室②  定員60名 （福岡市中央区天神１−１−１） 

＜資料代＞ 新建会員500円 一般1000円（当日受付にて徴収） 

＜見学会参加費＞ 新建会員、一般共1000円（当日徴収） 

＜主 催＞ 新建築家技術者集団福岡支部 （お問合せ／風土計画 月成・大坪 TEL092-737-3633） 

 

 

 

   受講ご希望の方は下記の要領でE-Mailにてお申し込みください。 

      ⇒ shinkenfuku@gmail.com  件名「受講申し込み」 

記載事項 ： ○お名前 ○所属（会社、学校名など） ○連絡先電話番号（できれば携帯電話） 

○受付確認メールの返信先アドレス   ○25日見学会の参加希望 有・無 

 

・お申し込みが定員に達しましたら締め切りといたします。 

・整理の都合上、なるべくメールにてお申し込みください。 

・見学会への参加申込みを戴いた方へは、後日、詳細をお送りします。 

・FAXでの申し込みをご希望の方は、上の「記載事項」を漏れなく下記へお送りください。 

      ⇒ 092-737-3636（風土計画） 件名「受講申し込み」 

 

新建築家技術者集団（新建）は、1970年に創立以来 40年の活動を通して、住む人、使う人の立
場に立つ「生活派の建築創造、住民派のまちづくり」を掲げてきた集団です。会員は、建築家・
建築技術者、大学研究者、自治体職員、 コンサルタントなど、建築やまちづくりの職業にたずさ
わる 人々を中心に、全国で約 27の支部に所属して活動しています。 

お申込み方法 


